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高齢者福祉の充実を。若者の就労支援を。

す深刻化し、老後不安はつのるばかりです。

　家賃や光熱費、医療費などの負担が重くのしかかり、食

事を抜きながらの苦しい状況で暮らさなければならない高

齢者の方からの相談も多数受けています。

　市は暮らしへの支援を強めるべきと考え質問しました。

倉田　生活困難な高齢世帯の家賃補助制度を設けるべきで

はないか。

市長　単に生活困難な高齢者というだけで、一律に住宅費

などの経済給付を行くことは考えていない。

倉田　介護保険料の利用料と保険料の減免減額を行うべき

ではないか。

市長　介護保険制度は、高齢者を含め、国民全体で公平に

負担すべき制度として設計されており、現在実施している

貧困で厳しい生活を余儀なくされているご高

齢の方が大勢いらっしゃいます。これ以上の

負担増が進めば、生活破壊と貧困化がますま

保険料・利用料の減免制度を継続していく。

倉田コメント　ギリギリの生活の中、苦しい思いをして

耐えながら暮らしている高齢者に心を寄せることが、市政

には必要ではないでしょうか。市長の答弁は残念なもので

した。

　介護保険も多額の使い残し（基金）があります。暮らし

を守るためのよりよい制度をつくり、そこにきちんと税金

をまわしていくために頑張ります。

若者の雇用・就労支援の強化を

　　大学や高校を卒業しても就職できない青年が急増して

おり、何十社面接を受けても仕事が決まらない人達が大勢

います。面接のたびに交通費や履歴書などの費用もかかり、

職に就くまでの生活費も大変です。これでは精神的な負担

に加え経済的な不安で将来への展望が持てなくなってしま

います。将来を担う若者を市が全面的に支援する事が羽村

市の未来を支える事につながると考え質問しました。

倉田　若者の就労支援など総合的な雇用対策を推進する事

を目的とする青年雇用対策窓口を設置してはどうか。

市長　市ではハローワークと共同で月二回臨時職業相談窓

口を設置しており、今後もこうした窓口を通じ相談に対応

していくのであらためて青年の雇用を専門とする窓口の設

置は考えていない。

倉田　失業中で休職中の人に対し就職活動をする際に必要

な履歴書、証明写真、交通費の負担を補助する制度を実施

してはどうか。

市長　景気対策と雇用確保のための経済対策や雇用対策は、

基本的に国レベルでおこなうものであり、個々の補助制度

については、市として創設する考えはない。

倉田コメント　若者が経済的に自立できない雇用のひろ

がりは、少子化問題や社会保障制度をはじめ日本社会のあ

らゆる分野に深刻な影響を及ぼしています。親の世代にも

大きな負担と不安を引き起こしています。今ある雇用対策

では十分とは言えません。

　今後も現状に対応できる雇用対策促進に全力で取り組ん

でいきます。

第２次設計図案へ312人か
ら意見書出される

―倉田まなぶ議員の質問から　２

日本共産党

★無料法律相談は7月26日(火)午後１時半からで

す。電話でお申し込みください。

・鈴木080-1058-9450　・倉田080-3460-0064まで。

７月11日　羽村駅西口区画整理事業に問題

を感じている市民と懇談する。羽村市の将来

のためにも、多くの人に街づくりのあり方を

考えてもらおうと意見が一致する。（鈴木）　

７月16日　富士見公園での少年少女球技大会に参加。猛暑の

中、真剣にボールを追いかける子どもたちの姿にとてもすがす

がしい気持ちになった。（倉田）

６月議会
一般質問

　前回に続き、６月議会(6/13)で倉田まなぶ議員がおこな

った一般質問のうち、高齢者福祉、青年の就労支援について

の内容をお伝えします。

福祉を充実させ高齢者に優しい羽村市を

高齢者の中には貧困で厳しい生活を余儀なくされている人が大勢います
。
負担増を進めていけば生活破壊と貧困化がますます深刻化し、老後不安
はつのるばかりです。
また、家賃や光熱費、医療費などの負担が重くのしかかり、食費を削ら
なければ生活ができず、食事を抜きながらの苦しい状況で暮らさなけれ
ばならない高齢者の方からの相談も多数受けています。
高齢者が安心して暮らしていくために市は今まで以上の支援をすべきと
考えます。

倉田　生活困難な高齢世帯の家賃補助制度を設けるべきではないか。

市長　単に生活困難な高齢者というだけで、一律に住宅費などの経済給
付を行くことは考えていない。

倉田　介護保険料の利用料と保険料の減免減額を行うべきではないか。

市長　介護保険制度は、高齢者を含め、国民全体で公平に負担すべき制
度として設計されており、現在実施している保険料・利用料の減免制度
を継続していく。
コメント　ギリギリの生活の中、苦しい思いをして耐えながら暮らつづ
けなければいけない高齢者が大勢います。負担を少しでも軽減できるよ
うにしていくべきです。
また介護保険も多額の使い残しがあります。利用者が本当の意味で利用
しやすい制度に変えていくべきではないでしょうか。

若者の雇用・就労支援の強化を

　　大学や高校を卒業しても就職できない青年が急増していて何十社面
接を受けても仕事が決まらない人達が大勢います。就職活動は面接に行
くたびに交通費や履歴書などの費用もかかり、また職に就けるまでの生
活維持費もかさんでいきます。これでは精神的な負担に加え経済的な不
安で将来への展望が持てなくなってしまいます。将来を担う若者を市が
全面的に支援する事が羽村市の未来を支える事につながると考えます。

　　倉田　若者の就労支援など総合的な雇用対策を推進する事を目的と
する青年雇用対策窓口を設置してはどうか。

　　市長　市ではハローワークと共同で月二回臨時職業相談窓口を設置
しており、今後もこうした窓口を通じ相談に対応していくのであらため
て青年の雇用を専門とする窓口の設置は考えていない。

　　倉田　失業中で休職中の人に対し就職活動をする際に必要な履歴書
、証明写真、交通費の負担を補助する制度を実施してはどうか。

　　市長　景気対策と雇用確保のための経済対策や雇用対策は、基本的
に国レベルでおこなうものであり、個々の補助制度については、市とし
て創設する考えはない。

コメント　今ある雇用対策では十分とは言えません。若者が経済的に自
立できない雇用のひろがりは、少子化問題や社会保障制度をはじめ日本
社会のあらゆる分野に深刻な影響を及ぼしています。親の世代にも大き
な負担と不安を引き起こしています。そのことから市としてきちんとし
た対策をとっていく必要があると考えます。
今後も現状に対応できる雇用対策促進に全力で取り組んでいきます。

安心して子育てできるように支援策の拡充を

羽村市にある認証保育所では、近隣の市から通って来られる方もいます
。
福生や瑞穂などでは認可保育所との保育料の差額を補助する制度があり
、羽村市にその制度がないという話が保護者の間で広まり、不平等感か
ら今年の５月にひとつの保育所で２世帯の家族が近隣の市に引っ越して
しまったという例があります。
本来若い世代に入ってきてもらえるような市に変えていかなければなら
ないのに出て行く結果を生んでしまっています。
高すぎる保育料は仕事と子育てを両立できなくしてしまいます。安心し
て子育てできる社会にするために、市はゆきとどいた子育て環境をつく
っていくべきと考えます。

倉田　認証保育所、認定こども園、家庭福祉員の保育料補助制度を設け
るべきではないかでしょうか。

　市長　　これらの施設を利用されていない子育て家庭との公平性をか
くことや、
　　　　施設に対して国や都から一定の補助金が確立されているなどの
理由から現時点では、市として独自に補助を創設する考えはない。
　　　　　　
コメント　再質問にて、福生や瑞穂などでは補助制度があるにもかかわ
らず、なぜ子育てしやすいと言われている羽村市にないのか明確な理由
を質問すると、市は無いから無いって事ですと答えました。
　　　　　理由が無いのであれば、すぐにでも実施すべきではないでし
ょうか。羽村市の子育て環境が充実しているという特色をいかしていく
べきだと考えます。
　　　　　　
活動日誌　７月６日一期議員視察研修会　７月１５国民体育大会羽村市
実行委員会総会　７月１４日工業用水企業団議会(臨時会)　７月１６日
少年少女球技大会開会式
　　　　　
　　　　　

家賃補助、介護保険の減免制度を


